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3. 解説：「賢いソフト」を卒業した AI           （Japa 日本専門家活動協会 芝原靖典） 

(1）投資・戦場・研究室。三つの現場で今、何が起きているか 

2026 年のいま、AI は画面の中で問いに答える「賢いソフトウェア」から、現実世界において

自律的に動作するシステムへと姿を変えた。世界で約 31 兆円規模の投資が流入し、約 700 万

機のドローンが戦場を飛び、AI が執筆した論文が科学誌『ネイチャー』に掲載される時代に

入っている。 

こうなると「AI を使う側に立つか、使われる側に回るか」という問いの立て方は、すでに時

代遅れである。本当に問われているのは、AI を組み込んだ社会の仕組みそのものを、誰が、

どのような原理でデザインするのかという、より構造的な問題である。 

(2）そもそも AIとは何か 〜単一の技術ではなく、積み重なる「層」である～ 

AI という言葉は、一つの技術を指すのではなく、いくつもの技術が重なり合った全体を指す

傘のような概念である。1950 年代に提唱された「人工知能」という大きな枠の下に、データ

から自動的にパターンを学ぶ「機械学習」、その発展形である「ディープラーニング」、文章

や画像を生成する「生成 AI」、そして膨大な言語データを学習した「大規模言語モデル LLM」

が積み重なってきた。 
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現在その最上層に位置するのが、自ら計画を立てて行動する「AI エージェント」と呼ばれる

自律型の AI である。「指示を受けて応答する」モデルから「目的を与えれば自ら判断して行

動する」モデルへの転換こそ、いま起きている最大の変化である。 

2026 年において最も注目されているのが「フィジカル AI」、すなわちロボットや機械という

物理的な身体を介して現実世界に直接作用する AI である。半導体大手エヌビディアのジェン

スン・フアン CEO はこれを「次なる大きな波」と呼び、CES 2026 は「フィジカル AI 元年」と

して各社が実用製品を披露した。世界のヒューマノイドロボットの出荷台数は 2025 年に 1 万

3,000 台、前年比 5倍超という急増ぶりである。 

(3）31兆円が動いた 〜空前の投資過熱とその意味～ 

2025 年、世界の AI スタートアップが調達した資金は 2,258 億ドル、日本円にして約 31 兆円

となり、過去最高を更新した。日本の年間防衛予算が約 8兆円であることを考えれば、その約

4倍にあたる規模である。 

2026 年に入ると過熱はさらに加速し、第 1 四半期だけで世界のベンチャー投資のおよそ 8 割

が AI 領域に集中するという、歴史的な投資集中の局面に入っている。これは単なるブームで

はなく、産業構造そのものが組み替わりつつある兆候として読み取れる。 

国産 AI の中では、Sakana AI に注目しておきたい。社名は「魚の群れが集合知を発揮する」

という現象に由来し、巨大な単一モデルではなく、小さな知性の連携によって大きな成果を生

むという設計思想を体現している。2023 年 7 月の設立から 1 年以内に企業価値 11 億ドル超に

達し、国内史上最速でユニコーン入りを果たした。2025 年 11 月のシリーズ B ラウンドで評価

額は約 26.5 億ドル、円換算でおよそ 4,000 億円規模に達し、2026 年 1 月には Google との戦

略的パートナーシップも締結している。 

(4）アルゴリズムが引き金を引く 〜戦場に入り込んだ AI～ 

ロシア・ウクライナ戦争は、AI が現代戦の中核に組み込まれた最初の大規模な実証の場とな

った。2024 年までにウクライナはおよそ 200 万機のドローンを配備し、2026 年単年だけで

700万機超の生産が計画されている。これは米国の生産規模の約 70倍にあたる。 

AI による自律追尾、および多数機が連携飛行する「スウォーム（群制御）」が標準的に搭載

され始めている。電子戦によって通信が遮断された状況でも、ドローンが自律的に飛行し攻撃

を実行する技術が、すでに実戦投入されている。ウクライナは AI ドローンの「世界的供給拠

点」へと変貌し、欧州各地に 10か所の武器輸出センターを設置する計画を進めている。 

2026 年のイラン戦争は、人類史上初の「フルスペクトラム AI 戦争」と呼ばれている。フルス

ペクトラムとは、戦争のあらゆる局面を網羅するという意味である。作戦開始から最初の 12

時間で、AI が 900 以上の標的を特定・攻撃した。「アルゴリズムがキルチェーン（標的の発

見から攻撃までの一連の連鎖）に入り込んだ」歴史的瞬間として記録され、AI が軍事インフ

ラの基幹 OSとして機能した最初の事例となっている。 
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(5）産業・経済 〜「試験導入」の時代は終わった～ 

生成 AI の導入企業比率は、2025 年までにグローバル大手企業の約 75%に到達した。導入の中

身も、社員によるチャットボットの利用といった段階から、基幹システムへの API 統合、自社

データを学習させた独自モデルの構築といった、事業の中核へのビルトインへと移行している。

2026 年現在、AI を前提としない業務プロセスは「非効率」と評価される段階にまで来ている。 

医療分野では、米 FDA（食品医薬品局）が承認した AI 医療機器の件数が、2024 年に 253 件で

累計 1,000 件を突破し、2025 年にはさらに 295 件が積み上がった。承認機器のおよそ 76%は画

像診断、すなわち放射線科領域に属する。製造業では品質検査と予測保全（故障の事前予知）

のためのリアルタイム異常検知が、標準的なインフラとして定着しつつある。 

そして、自律的にタスクを遂行する「AI エージェント」の市場は、2025 年時点で約 1.1 兆円

規模、2030 年には 1,000 億ドル超への拡大が見込まれている。これは個別アプリケーション

の普及にとどまらず、労働そのものの定義を組み替える動きとして読むべきである。 

(6）ノーベル賞・ネイチャー掲載 〜科学研究の書き換えが始まった～ 

Google DeepMind の AlphaFold は、タンパク質の立体構造を予測する AI である。これまで数

年単位を要した創薬プロセスにおける構造解析の工程を、数週間規模にまで短縮した。この功

績によりデミス・ハサビス氏ら 3 名が 2024 年のノーベル化学賞を受賞した。AI という技術そ

れ自体が、科学的発見の核心として公的に認められた歴史的なマイルストーンである。 

Sakana AI が開発した「The AI Scientist」は、AI が自ら研究アイデアを発想し、実験を設

計・実行し、論文を執筆するという一連のサイクルを担うシステムである。2026 年 3 月 25 日、

その成果が『ネイチャー』に掲載された。科学研究の自動化という新しい段階に入ったことを

象徴する出来事として、世界に衝撃を与えた。 

DeepMind の「GNoME」は 200 万種を超える新規材料候補を特定し、気象予測 AI「GraphCast」

は欧州中期予報センターの従来手法を精度において上回った。核融合炉の制御や量子化学計算

といった、物理的制約が極めて強い領域においても、AI によるリアルタイム制御がすでに実

用段階に入りつつある。 

(7）5種類の AIを比べてわかったこと 〜「使い方」にもデザインがいる～ 

｢日本の社会課題を体系的に整理せよ」という短い同一の問いを 5種類の AI に投げかける比較

実験を行った。回答スタイルの違いから、各モデルの設計思想の差異が浮かび上がってきた。

AI ごとに「何を重要と見なすか」「どこまで論証を求めるか」「どこから引用してくるか」

の重みづけが、明確に異なっていたのである。 

そして、5 者すべてに共通する最大の留意点として浮かび上がったのが「ハルシネーション」

である。ハルシネーションとは「幻覚」を意味する語で、AI がもっともらしいが事実に基づ

かない内容を、あるいは文脈から外れた情報を、自信ありげに生成してしまう現象を指す。 



 

Japa Newsletter 2026/05/01 ＃74                                            8 

したがって AI の出力は、つねに「これは事実に基づいているか」と問い直しながら読む必要

がある。逆に言えば、AI を使うわ側自身に、ハルシネーションを見抜く見識が要求されてい

る。AI を使いこなすとは、AI 側に問いを発するだけでなく、AI から自分の側へ向けられた問

いに、こちらが応える営みでもある。 

図表 5種類の AIの比較表 

AI 特性 回答の特徴 向いている用途 

ChatGPT 概観把握の「教科書

型」 

時代区分・フレームワーク整

理。会話継続設計 

概観把握・ブレスト 

Gemini 解釈・論評重視の

「社説型」 

価値軸の転換をリード文で打

ち出す 

解釈・比較・論評 

Claude 論証可能性最高の

「設計思想型」 

一次資料 URL 付きで追跡可能

性が最高 

論証・設計・文章化 

Perplexity Web リアルタイムの

「速報型」 

最短・圧縮。出典ドメインを

インライン表示 

速報・調査業務 

Sakana AI 統計・出典密度最高

の「資料型」 

統計・出典密度最高。制度的

因果を体系整理 

学術調査・資料作成 

(8）「課題先進国」日本と AI  

日本が AI において比較優位を発揮しうる領域は、すでに完全に出遅れた基盤モデルそのもの

の開発よりも、応用と社会実装の分野にある。日本は元々、「ものづくり」大国であり、少子

高齢化と慢性的な人手不足という条件は、フィジカル AI にとって世界で最も切実かつ大規模

な実証環境を提供している。日本での実装に耐える AI は、近い将来、他国でも通用するもの

になりうる。 

ここで問われているのは、個別課題への対症療法ではない。社会の各領域に張りめぐらされた

｢構造的連関」、すなわち諸要素が相互に強化し合いながら悪循環を生み出している網の目に

対し、どこに介入すれば連鎖を断ち切れるのかを見極めること、つまり社会システムそのもの

の再設計である。 

｢AI を使う側か、使われる側か」という二者択一は、すでに的を外している。技術スタックの

各レイヤー（基盤モデル、エージェント、フィジカル AI など）の構造を正確に理解した上で、

その上に立つ社会の仕組みをいかに組み直すか。これこそが、いま私たち一人ひとりに突きつ

けられている問いである。 

補：本解説の参考資料等はhttps://shikumi-gunzo.hatenablog.com/、バックナンバーはhttps://www.japa.fellowlink.jp/column 


